
平成 29 年度 第２回環境水理部会 議事録 

 

日時： 平成 30 年 3 月 6 日（木）12:20～13:10 

場所： 岡山大学津島キャンパス・一般教養棟 A35 号室（第 62 回水工学講演会） 

参加者： 部会長：矢島 (島根大)｜副部会長：矢野 (九州大)｜幹事：田代 (名古屋大)，大

槻 (土研)｜委員：赤松 (山口大)，石塚 (香川大)，梅田 (東北大)，大石 (土研)，

大橋 (玉野総合ｺﾝ)，川村 (寒地土研)，工藤 (いであ)，齋田 (鹿児島大)，櫻井 (土

研)，重枝 (九工大)，新谷 (首都大)，鈴木 (電中研)，鈴木 (八千代ｴﾝｼﾞﾆﾔﾘﾝｸﾞ)，

田井 (九州大)，竹林 (京都大)，都築 (リバフロ)，鶴田 (建設技研)，鶴田 (土研)，

中山 (神戸大)，中山 (国環研)，長尾 (産総研)，細川 (港空研)，湯浅 (ﾊﾟｼｺﾝ)，

横山 (首都大)，吉川 (北見工大)｜ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ：赤堀 (愛知工大)，井上 (港空研)，

井芹 (西技)，乾 (山口大)，今村 (電中研)，入江 (大阪大)，大久保 (滋賀県立大)，

太田 (電源開発)，片岡 (東京理大)，小林 (京都大)，清水 (日本工営)，角 (京都

大)，土屋 (中央大)，二瓶 (東京理大)，東（国環研），牧野 (東北大)，宮本 (芝浦

工大) ，山原 (中電技術ｺﾝ)  （出席者下線，計 23 名．敬称略．） 

 

 

１．報告事項 

① 水工学委員会報告（矢島部会長）： 

・水工学講演会の採択状況については 258/344（採択率 75%）である．ただし，湖沼環境

の分野では 17/28（採択率 61%）と採択率が低くなっている． 

・2018 年度の第 63 回水工学講演会は 11/25-27 に北大で開催予定．論文の投稿締め切りは

5/31 となる． 

・水理公式集は最終の校正を実施中であり，5 月末発刊予定である． 

・2018 年度の水シンポジウムは静岡県で開催され，環境水理部会が主担当となる．2019

年度は滋賀県で開催の予定である． 

・2018 年度水工学に関する夏季研修会は，9/10-11 に山口で実施予定（水工学委員会が主

担当）．  

② 水シンポジウムについての現状報告（矢島部会長）： 

・別紙，資料 1 に沿って，スケジュール（8/23-24）とともに執行部で調整中の企画案など

について紹介があった． 

③ 研究ワーキンググループの報告： 

・閉鎖性水域 WG（矢島部会長）：ダム湖沼生態系モデル Fantom3D-AED の開発進捗状況

について紹介があった．11/6 の WG では，水質障害（アオコ等）に関する共同レビューは

断念も，ダムが河川水温に与える影響評価についてはミニ WG を構成して検討することと

なったほか，翌 11/7 実施のシンポジウム（島根）については，多数の参加を得て盛会であ



った旨，報告された． 

・温暖化適応 WG（矢野副部会長）：5/31 に第 3 回 WG が開催された旨，紹介があった．

次回 WG を次年度前半に実施する方向であり，今後も年１~２回実施予定である旨，報告が

あった．なお，本 WG についてはグローカル適応小委員会とも連携を図る． 

・動的総合土砂管理 WG（竹林主査）：1/16-17 に実施した天竜川見学の様子が紹介された．

樹林化 WG との統合計画について，2/28 に同 WG の宮本主査（前部会長）と打合せを実施

し，今後，河川部会のカウンターパートとも協議する予定である旨，報告があった．次年

度の活動として，黒部川の排砂，那賀川の土砂還元などの見学会を企画する見込み．  

 

２．審議事項 

① H30 年度環境水理部会研究集会： 

・吉川委員（北見工大）から，北見市において見学会・特別講義・ナイトセッションで構

成される企画案が紹介された．審議の結果，7/5-6 を日程とすることが承認された．ただし，

1 日目午前から見学会，午後から研究集会といった順序でスケジュールを再構成することと

なった．詳細については担当者で検討し，その結果を後日メール報告する． 

② 内規の改正： 

・審議方法について，日程が差し迫った行事の共催依頼などへのスピィーディな対応を可

能とするための修正案（具体には第 10 条）が示された．内規の記載事項には，厳密さを求

めすぎない方が良いのではないかとする意見があり，再調整することとなった． 

 

３．その他 

① 石塚委員（河川部会交流委員）から，6/12-13 に実施される 2018 年度河川技術に関する

シンポジウムについて紹介があった．会場，構成等は例年通りとなる．特定課題について

は地盤工学会とのコラボレーションにより堤防に関するテーマとなる． 

② 今後のスケジュールについて，7/5-6：研究集会，8/23-24：水シンポジウム，8/29-31：

環境水理部会 2018 年度第 1 回部会予定 

③ 水工学講演会実行委員会の前野先生から，交流会への参加要請があった． 

 

以上 


